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1日本原子力研究開発機構 

 

 日本原子力研究開発機構 大洗研究所は、研究開発に伴う多種多様な放射性廃棄物を埋設処分するために必

要な廃棄体製作の検討を進めている。本発表は廃棄体製作に向けて、主要課題のひとつである廃棄体中の放

射能濃度評価方法[1]について、令和元年度の検討結果を取りまとめたものである。 
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1. 緒言 

研究機関の取扱う核燃料物質や放射化材料の組成は、原子炉施設や核燃料使用施設等、施設ごとに特徴[2]が

異なることから、商用発電用原子炉と比較して多種多様であり、商用発電用原子炉と同様の放射能濃度評価

方法が適用できるかは明らかではない。そのため、大洗研究所は、これらの特徴に対応できる廃棄体中の放

射能濃度評価方法を構築するための検討に着手した。 

2. 放射能濃度評価方法の基本的考え方 

 放射能濃度評価方法を確立するには、廃

棄物中の放射性核種及び放射能濃度の傾向

や特徴を把握する必要がある。放射性廃棄

物は、放射化生成物又は核燃料物質由来の

核分裂生成物等を含む汚染源から移行・付

着した放射性物質である。令和元年度は廃

棄物の発生施設から埋設施設までの流れ

（図１参照）を踏まえ、発生施設の特徴の洗

い出しや発生する廃棄物の放射性核種の傾

向を把握するための計画を立案するとともに、廃棄物の情報を明らかにするため、特に評価の難しい汚染付

着廃棄物に着目し、検討を進め、結果をまとめた。 

3. 令和元年度の取り組みと今後の展望 

施設ごとの放射能濃度評価方法を構築するため、施設の情報と発生する廃棄物の情報から、汚染源を推定

することができた。今後は、まず、施設ごとに計算コードを用いて汚染源に含まれる主要な核種についての

検討を行う。次に、汚染源及び施設の廃棄物からサンプリングを行って放射化学分析を実施し、含まれる核

種や組成比を把握することを目指す。 
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図１ 廃棄物発生施設から埋設施設までの流れ 
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